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「国際的ビジネス環境等改善・シティセールス支援事業」 

（海外メディア FAMトリップ）  

実施報告書 

○ 概  要 

梅田地区のビジネス魅力を海外に向けて発信するため、専門誌やフリーランスの記者５名

を大阪へ招請し、２日間のツアーを行った。 

○ 日 程 

12/1 10～16時 順次関西空港などへ到着、ホテルへお送り。 

12/2 午前 

午後 

ヘリコプターによる上空からの視察 

うめきた２期、梅田地区実践連絡会のプレゼンテーション 

グランフロント大阪内視察（ナレッジキャピタル、コングレ） 

大阪イノベーションハブの取組み紹介及び起業家とのセッション 

12/3 午前 

午後 

阪急梅田駅、インキュベーションオフィス、阪急百貨店 

阪神百貨店建替プロジェクト、西梅田地区 

大阪ステーションシティ、大阪国際会議場 

12/4 順次 帰国 

〇 招請記者の概要 

氏名 活動拠点 主な執筆媒体 

Mark Harris アメリカ The Guardian, Economist 

Amy Guttman アメリカ Forbes, Australia’s Financial Review 

Sanjay Surana シンガポール Corporate Traveller, Meeting & Convention 

Asia, Huff Post,  

David Blecken 香港 CEI Asia 

Marisa Cannon 香港 MIX 

○ 実施状況 

（１） ヘリコプターによる視察 

・大阪北港の舞洲ヘリポートより出発し15分間の空中よりの視察を行った。大阪市の

全体像や位置関係をつかんでいただくとともに、梅田地区の現状を視察していただいた。 

（コース）ベイエリア～難波～天王寺～大阪城～OBP～梅田上空 



（２） 大阪市・実践連絡会によるプレゼンテー

ション 

・大阪市都市計画局より、大阪市の概況

とうめきた 2期開発計画について説明。 

・梅田地区エリアマネジメント実践連絡

会より、エリマネの取り組みについて紹

介。 

（３） グランフロント大阪視察 

・ナレッジサロン、フューチャーライフショールーム、ザ・ラボおよびコングレ・コ

ンベンションセンターを案内し、ナレッジキャピタルのコンセプトとそれぞれの機能

が果たす役割について説明した。 

（４） 大阪イノベーションハブの紹介と、起業家セッション 

・大阪市経済戦略局より大阪イノベーションハブの取り組みについて紹介 

・起業家ら4名による事業プレゼンと、記者を交えてのディスカッションを行った。 

起業家等 プロジェクト名 概要 

ATR Creative 地図ぶらり 古地図などを現在地に重ね合わせて街歩き 

Play Until Dark Meet My Dog 近くにいる犬を発見するSNS 

あっと株式会社 血管美人 爪の先などの毛細血管で健康診断 

都市活力研究所 KBDD スパコン京を使った創薬プロジェクト 



（５） 阪急関係 

・阪急梅田駅・阪急百貨店等の視察 

・インキュベーションオフィス「GVH＃５」へ案内、阪急電鉄による起業支援活動や

投資ファンドの取り組みについて紹介。 

（６） 阪神関係 

・梅田阪急オフィスタワー15Fロビーより、阪神百貨店等の建替え（梅田１－１）プ

ロジェクト現場を見ながら概要を説明。 

・西梅田地区へ移動し、ビルボードライブ大阪、リッツカールトンホテル、インター

ナショナルメディカルスクエア等を視察。 

（７） JR西日本関係 

・大阪駅構内会議室（J-room）にて、ステーションシティの概要を説明。 

・天空の農園、時空の広場、風の広場等を案内。 

・多言語対応のインフォメーションセンター、祈祷室の紹介。 



（８） その他 

・空中庭園展望台、御堂筋イルミネーションを訪問 

・大阪国際会議場の視察 

【総括】 

・招請した記者のうち2名はビジネス雑誌系、3名はMICE専門誌系だったため、興味

の対象が全く異なり、全員で同一行動を続けることが困難だった。（行程の途中、一部

は2名と3名で別行動をしている） 

・MICE系記者はあらゆる場面をMICEに結び付けて見ている。たとえばオープンスペ

ースでどのような催事が可能か、など。 

・従ってコンベンション施設なら、施設のスペックなどの資料はもちろんだが過去にど

のようなイベントが開催されたのかなど、利用イメージを持つことができる情報提供が

必要。 

・1日中こちらの用意したプログラムで埋めてしまうのではなく、それぞれの記者の興

味関心に対応できる自由時間を残しておくことも必要。 

・ビジネス面だけでなく都市のライフスタイルにも関心が高く、デパ地下や立ち飲み、

住環境にも興味を持っていた。 

【添付資料】 

 ・招請記者一覧 

 ・情報発信実績（2016/3/31現在） 

以 上 



海外メディアFAMトリップ　参加記者一覧

No. 氏名 拠点国
記事掲載可能なメ

ディア
希望する情報 その他の関心

1
マーク・ハ

リス
米国、シア

トル

ガーディアン、エコノ
ミスト、サンデータイ
ムズ、IEEE スペクト
ラム、MITテクノロ

ジー・レビュー
http://www.meharris.c
om/magazines.html

http://www.meharris.c
om/blogs.html

http://www.meharris.c
om/media.html

1)  序文用に、グリーンな都市という概念に関して予備知識を得られれば幸いです。梅田が持続可能な方
法で再開発を進めるうえで採用する技術や新しい働き方など、画期的な新機軸を知りたいと思います。技

術や新しい働き方など？
 本文に関する情報について：このプロジェクトは日本のこの地域で最大の再開発計画ですか？梅田に特

有の難しいことは何ですか？実際このプロジェクトはなぜ注目に値し、他に例を見ないものといえるので
しょうか？その理由を何でもよいから教えてください。

ロボティクスを扱った記事とすることもできます。今回の旅に選んでいただければ、大阪大学の石黒教授
の研究室に自分で直接取材に行くことも可能です。

2) 起業家のどなたかにお会いできるのでしたら、その方の情報をいただけますか？ハイテク関連で起業
している方はいますか？

 大阪全般に関して旅の記事を書くことも可能です。以前はよく旅の記事を書いておりましたが、最近は
あまり書いていません。編集者の関心を引くいい機会だと思います。

今後始動するハイテク
セキュリティ

自動車
興味深い人物

ロボット
医療ロボット

技術関係者とのインタ
ビュー

エコシステム
都市設計

テクノロジー企業
持続可能な設計

テクノロジーを使うメ
リット

2
エイミー・
ガットマン 米国

フォーブス、
オーストラリアン・

ファイナンシャル・レ
ビュー

http://aguttman.com/a
bout-amy-guttman/

委託 - ビジネストラベラー中東
ランチマガジン www.lunchmag.com. 高級志向のライフスタイルウェブサイト。月間購読者65万人

その他
フォーブスのサイトに掲載するために今回の旅に関する記事を書きますので、その取材を行います。少な

くとも1記事、あるいはもっと多くなるかもしれません。
オーストラリアン・ファイナンシャル・レビューにも記事を書いています。

編集面では、独自の調査でいくつか興味深い事柄を見つけたため、今後もその方面の調査を継続したいと
思いますが，ご提案いただかなくても大丈夫です。その中でも、 大阪はグルメの天国だときいておりま

す。ご存知のように一般旅行者、ビジネス旅行者を問わず、アメリカでも飲食関係は大変ホットなトピッ
クです。出張中に地元の素晴らしい料理を味わう機会が持てる、ということは大きなセールスポイントで
す。これを念頭に、マグロのセリとマグロ専門の料理店にぜひ行ってみたいと思います（下記参照）。

日本食の粋の多くは大阪にあると聞いています。大変興味深く、調査のし甲斐があります。また、調査の
結果2つの新興企業を見つけました。もちろん他にも興味深い企業を教えていただけることと思いますの

で、ぜひお話を聞かせてください。

インタビューを希望する新興企業－
MOFF - 家庭用品を音響効果付きの侍の刀に変身させる

医療技術 - DNAシーケンスの新興企業、クオンタムバイオシステムズ: http://asia.nikkei.com/Tech-
Science/Tech/Osaka-startup-a-game-changer-in-DNA-sequencing

http://www.mddionline.com/article/5-wow-worthy-global-medtech-startups-japan
フード - 大阪、日本の台所

食品関係の新興企業または中小企業？
マグロのセリ

 マグロレストラン- マグロ居酒屋

新興企業
様々な新興企業を比べる
ユニークな問題解決策

大阪の起業家（他の地域
との違いは）

社会貢献の新興企業
新事業を起こす革新的な

方法
ショッピング
テクノロジー

フード
まだ知られていないユ

ニークな新興企業

3
サンジェ

イ・スラナ
シンガポー

ル

ニュヨーク・タイム
ズ、 コーポレート・
トラベラー、 CNN、
ハフィントンポスト,
タイムアウトNY、

ウォール・ストリー
ト・ジャーナル、コン

デナスト・トラベ
ラー、イースタン・エ
クスプレス、アファー

1)  プロジェクトの全体像を知りたいと思います。日本の他の場所と比較対象すればよいのか（例えば、
プロジェクトが終わった時点で大阪の梅田は東京の丸の内に相当するのでしょうか。日本の他の都市では
どこにあたりますか。）、プロジェクトにはレジャー面での強みはありますか、それともビジネス面での

開発に重点がおかれているのでしょうか。
2)　不動産関係の記事となる可能性はありますか。例えば梅田は投資目的で不動産を購入するうえで格好
の場所である、または富裕層のセカンドハウスとして適しているかなど。高級志向の生活情報誌にも梅田

について記事を書けるでしょうか。
3)   ミーティングス＆コンベンションズ・アジア（米国の有力詩ミーティングス＆コンベンションズのア
ジア版、新刊行）に梅田再開発の記事を掲載したいと思っています。また、シンガポールや東南アジアの
高級生活情報誌にも記事を売り込みたいと思っています。この再開発事業により高まる梅田の不動産の魅
力や、再開発の結果梅田が日本の新しい大型レジャースポットとなる可能性などについてです。どちらに

重点を置くかは、レジャーについて十分な情報をいただけるかどうか次第です。
4) 不動産面については、不動産業者から見積もりや情報をいただくことも必要です。

飲食、起業

4

デイビッ
ド・ブレッ

ケン
香港

CEI（カンファレン
ス、イベント、インセ

ンティブ）アジア

ブランドキャンペーン
（マーケティングニュー

ス）
（フォーカスマーケティ

ング）
成功の秘訣

…の関係者情報

5
マリサ・
キャノン 香港 ミックス

MICE、この地域のエンターテインメント、他に例を見ない会場とセールスポイント、相互接続性、団体
旅行をこの地に呼び込む独創的なアトラクション。

掲載記事はいただける情報次第ですが、この地域に割り当てられた本編の1から4ページを予定していま
す。



広告換算額
未発行 発行済み
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Author Publication PDF No. Date/ Issue Title type date Link Pgs

MIX 1 Feb/March
2016

Let's meet in... Osaka print
Feb 4,
2016

1

Magzter 2 Feb/March
2016

""
digital
edition

http://www.magzter.com/HK/P
anacea-Asia/Mix---Asia's-

Creative-Meetings-
Magazine/Travel/

1

MIX 3 Feb-16 "" web page 0.5

4 Dec-15
Osaka hopes start-up support

lays ground for meetings growth
web page

Dec 14,
2015

http://mixmeetings.com/bulleti
n/osaka-hopes-startup-
support-lays-ground-for-
meetings-growth-1420

0.5

MIX print

MIX web page

CEI 5 Jan-16  48 hours in Osaka
web

version
Jan 25,
2016

http://www.cei.asia/Article/396
315,48-hours-in-osaka.aspx 0.5

CEI Feb-16 "" print 1

CEI Feb-16 ""
digital
edition

1

CEI print

CEI 8 Mar Bright lights, big cities
web

version
Mar

30,2016

http://mixmeetings.com/destin
ations/bright-lights,-big-cities-

1510
4

Meetings &
Conventions

Asia
6 Jan/ Fen Onward Osaka print 3

Robb Report
Singapore

The Guardian 7 Mar-16
Japan's Silicon Valley? Osaka

hopes hi-tech startups will
reverse economic woes.

web page
Mar

31,2016

http://www.theguardian.com/s
ustainable-

business/2016/mar/31/all
3

??

Forbes
digital
edition

Business
Traveller

Middle East
print

Australia's
Financial
Review

print

Lunch Mag,
www.lunchma

g.com

digital
edition

5

Mark Harris4

Marisa
Canon

David
Blecken

Sanjay
Surana

2

1

3

 9,882,000
記事数

Amy
Guttman
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大阪で会いましょう

参加者は、日本第 2 の都市・大阪が持つ奇抜な顔に目を奪われるだろう。しかし、この都
市には技術系スタートアップ企業を集め、日本の「シリコンバレー」たらんとする野心家

としての側面もあるのだ。

(記事：マリーサ・キャノン) 

USP(ユニークセリングポジション=唯一無二のセールスポイント) 

大阪の繁華街・道頓堀では、日本ならではの体験ができる。派手な土産物を売る客引き、

揚げ物の露店、プラスチック製の巨大蟹が看板をよじ登るシーフードレストラン、道頓堀

はこれらのメッカだ。道頓堀は買い物天国でもある。おしゃれな心斎橋ショッピングアー

ケード沿いに並ぶ店々は、競い合うかのようにウィンドウディスプレイを飾り立てている。

心斎橋は、アジアからの観光客に人気の高級和菓子店、洋服、アクセサリー、地元コスメ

ショップなどで良く知られる。また心斎橋からほど近い立花通り(オレンジストリート)は、
独立系ブランドと高級家具のアウトレット店でファッショニスタ達の熱い視線を集めてい

る。

日本のシリコンバレーたらんと執念を燃やす大阪は、自らをスタートアップ企業のハブと

定義し、起業家への厚遇を用意している。大阪への進出を希望する海外中小企業に対して

は、出資の一部を助成金で補助する。梅田(大阪駅周辺地域)のグランフロント大阪のショッ
ピングエリアは、そもそも起業家向けのスペースとして計画されたものであり、イノベー

ションをテーマとするショップやショールームを収容することを目指して開設された。参

加者は、グランフロント大阪の施設でイベントを催すことができる。例えば、大阪駅向い

の南館テラスガーデンや、新車展示会などが頻繁に催されている一階広場を利用すること

ができるだろう。

会場

大阪国際会議場-大阪ではグランキューブの愛称で親しまれており、12階建施設で、医学会
議の定番会場となっている。円形会議場、イベントホール、新車発表会時用のスロープ付

きの広場を備える。

リッツカールトン大阪-ザ・ロビーラウンジでは、ヨーロッパスタイルの喫茶室で、肘掛け
椅子にピアノとフルート演奏付きのアフタヌーンティーを毎日楽しむことができる。先ご

ろ、Dior は顧客を招いてこのザ・ラウンジでアフタヌーンティーを催した。ザ・ラウンジ
には、立食形式で 100人の収容が可能である。
ヒルトン大阪-梅田の中心に位置するホテル。2014年に公開された 288室の改装客室には、



装飾や家具にモダンで新しい和のテイストが見られる。宴会場 10室、ゆったりとしたロビ
ー、カクテルタイム用のガラスの部屋がある。イベント時には、5つのレストランからケー
タリングが可能。

ビルボードライブ大阪-ハービス Plazaデパートの地階に位置するバー付きシアターである。
貸し切りでショーを楽しむこともできるし、ここで企業が独自にイベントを開催すること

も可能だ。ビルボードライブ大阪は、着席で約 100 名を収容することができる。着席用の
席はメインステージの正面だ。また後方の立食用のテーブルでドリンクと軽食を楽しむこ

ともできる。

アクセス

関西国際空港は、日本航空、全日空、ピーチ航空(日本最大の格安航空会社)が就航するハブ
空港である。関西国際空港は、現在、海外からの到着便が最も多い空港となった。これは

関西国際空港が多くの格安航空会社を受け入れたためである。このトップの座は、東京の

成田国際空港との間で 2～3 年ごとに入れ替わっている。関西国際空港からは 24 の国・地
域の 74 都市へ直行便が就航しており、大阪の繁華街へのアクセスは電車で 30 分だ。また
大阪へは、東京、名古屋、京都、山陽地方から新幹線(高速鉄道)が乗り入れている。ユネス
コにより世界遺産に登録された奈良へは、大阪から電車で 1 時間で到着する。奈良の名物
は、大仏、緑にあふれた公園、そして公園内を自由に歩き回る人慣れした鹿である。

ツアー

リバークルーズ－参加者は、とんぼりリバークルーズで道頓堀南部の川下りを楽しむこと

ができる。ナイトクルーズでは、最大で 20団体を収容する。川岸には電子・機械的に制御
されたネオン広告が輝き、その中には有名な「グリコ」の看板も見ることができる。

ヘリコプターツアー－大阪では、数社のツアー会社が昼間または夜間のヘリコプターツア

ーを提供している(10～20分間)。ツアーは一度に 3～5団体に対応し、3,000メートルの上
空から大阪の光景を楽しむことができる。例えば、日本で最も高い建造物である梅田スカ

イビルや、大阪城、四天王寺、ユニバーサルスタジオ、京セラドーム(球場)などを眺めるこ
とができる。
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大阪は、スタートアップ企業の支援が、会議招致の成長の基盤となることを望んでいる

日本第 2 の都市は、会議・カンファレンスを「ナレッジハブ」構想が生む副産物と見なし
ている(記事：マリーサ・キャノン)。
2015年 12月 14日

大阪市は、大阪をスタートアップ起業のハブと位置付け、新たな投資を引き付けるため、

複数の構想を梅田(JR 大阪駅周辺地域)で展開している。日本の関西地域にさらなる利益を
引き込むため、会議・カンファレンスの招致が望まれている。

再生可能エネルギーおよびバイオメディカル分野専門とする海外企業および中小企業を対

象としたいくつかの減免税措置、助成金が用意されている。関西イノベーション国際戦略

総合特区に指定された地域で事業を行う企業は、当初 5 年間最大 100 パーセントの減税を
定めた国の支援プログラムの対象となる。また、海外企業は、住宅・建物の賃貸借に最大

800,000米ドルの助成を受けることができる。

本構想は、2013年 4月に完了した梅田地区開発計画第 1期に続くもので、地域を再生し「ナ
レッジキャピタル」として知らしめること目的としている。ナレッジエクスチェンジとイ

ノベーションを促進するスタートアップ企業の進出を歓迎するため、梅田では、オフィス

スペース、会場、ショールームに助成金を支給している。

すでに梅田のコングレコンベンションセンターは、医学製薬分野の会議が数多く開かれて

きた。この会場で開催される会議は、年間平均 200件だ。同センターは、Mipim(日本最大
の不動産イベント)の会場にも決定している。Mipim は 2016 年 9 月 8～9 日の開催を予定
し、80カ国から 20,000人以上の出席が見込まれている。さらに大阪は、Sibos 2012(銀行
業務・金融技術専門家会議)の参加者 6,000人以上を迎えた実績もある。

梅田開発計画は現在第 2期が進行中で、計画の完了は 2023年を予定している。計画完了時
には、17ヘクタールの都市公園が造成される。また、JR東海道線の地下化・新駅開設によ
り、大阪中心部と関西国際空港を直接つなげる予定だ。
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大阪で過ごす 48時間
(記事：デビッド・ブレッケン) 
2016年 1月 25日

1日目

午前 9時
地上にいるとなかなかピンとこないかもしれないが、大阪は水路の都である。最初にヘリ

コプターの遊覧飛行(小川航空などが提供)を使えば、参加者に大阪の面白さを掴んでもらえ
るだろう。

午前 10時
黒門市場には早起きしても行くべきだ。江戸時代、大阪が「天下の台所」とされた理由が

分かるだろう。黒門市場は、カジュアルなランチにも絶好の場所だ。

午後 1時
道具屋筋に行けば、台所用品は何でも揃う。堺包丁もここで手に入る。また、実際に寿司

の食品サンプル(地元のレストランのウィンドーでよく見かける)作りを体験することもで
きる。デザインポケットでは、2ヵ月前から予約を受け付けている。

午後 3時
道具屋筋の隣は、大阪におけるポップとオタク分化のメッカ・日本橋だ。変わったお土産

を探してもよいし、目的なくぶらついても楽しい。

午後 6時
大阪のどこにいようとも、刺激的なディナーの選択肢は尽きない。道頓堀の起源は 1600年
代に遡る。当時の将軍はここを都市の歓楽街と呼んだ。ここで、たこ焼きから最高級懐石

料理に至る、レストランとバーの無尽蔵の連なりを目にするだろう。現代風のチョイスな

らグランフロント大阪だ。グランフロント大阪は梅田の中心に位置する商業複合施設であ

り、午前 4時までオープンしている。

2日目

午前 9時
16 世紀築城の大阪城は緑濃い敷地に建つ印象的な城だ。朝の散歩やジョギングに、気持ち
の良い時間を過ごせるだろう。大阪城公園は、桜約 600本、梅 95種類を擁し、年間を通じ



て楽しめる場所だ。

午前 11時
山本能楽堂は、伝統芸能の鑑賞だけでなく、和モダンのインテリアデザインを楽しむ目的

でも訪れる価値のある場所だ。この能楽堂は、会議や特別なイベント用会場として使用す

ることもできる。

午後 1時
ショッピングとランチのため、日本で最も長い商店街である天神橋筋商店街に向かう。梅

田から 2～3分足を伸ばせば、中崎町でさらにユニークな店を見つけることができるだろう。

午後 3時
地上の雑踏を一時離れ、大阪ステーションシティの屋上庭園で静かな散歩を楽しむ。午後

遅く、日没を眺めるなら梅田スカイビルが第一候補だ。梅田スカイビルは、個性的な建築

物としても見る価値がある。

午後 6時
大阪の水路沿いを淀屋橋から道頓堀へ移動。徒歩、あるいは屋形船で。川辺にもバラエテ

ィ豊富に様々なレストランがある。ディナーの後のアルコールなら、三休橋筋に日本の地

ビールを出す店が目白押しだ。

メイン画像：黒門市場
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進歩する大阪

華やかな都市として、また通商ハブ(大阪チャネル)として知られる大阪

今後数年を見据えた力強いMICE関連計画には、大阪の革新精神が込められている
(記事：サンジェイ・スーラナ) 

「大阪は、日本最大の SME(中小企業)セクターを擁する街です。多大なエネルギー、多大
なイノベーション…手に触れることのできる興奮感がここにあります。大阪の起業家には、

前向きな、成せばなる精神があるのです。」

大阪イノベーションハブ推進責任者吉川正晃

芸術、エンターテインメント、食、ファッションが手招きする街、ミナミ。ミナミは大阪

の南側に位置し、観光客や食い道楽者に人気の街だ。対してキタは、企業にとって目の離

せない街となっている。企業や小売り業者が注目する地区の一つである梅田は、現在、急

速な変化の下にある。

大阪駅を擁する梅田は、今や大阪の要衝であり、輸送の中核となっている。大阪駅は西日

本最大の駅であり、一日の乗降客数は 250 万人を数える。これに留まらず、梅田は野心的
なインフラプロジェクトの第 1 期を完成させ、第 2 期の準備に取り掛かっている。うめき
た 1期は貨物駅跡地を利用したもので、2013年にオフィス、ショッピングエリア、会議場、
ホテル、マンションが完成している。

うめきた構想は、時に競合関係にもなる 4社(JR西日本、阪急電鉄、阪神電気鉄道、新たに
設立されたグランフロント大阪 TMO)がナリッジというテーマに賛同し、協力・関与しなが
ら、企業が集い情報を交換するための場所として案出したものだ。開発には大阪駅の大規

模改修とビルの新設、特設エンターテイメント施設、会議場などが含まれるが、中でも特

筆すべきはグランフロント大阪タワーである。グランフロント大阪タワーは多目的複合施

設であり、コンベンションセンター、会議場、イノベーションセンター、スタイリッシュ

なインターコンチネンタルホテルを備える。

うめきた 1 期の行き届いた計画の結果、今、プランナー達はうめきたでの会場選びに嬉し
い悲鳴を上げているところだ。「世界的には、ビジネス会議では東京、横浜が、文化的な会

議では京都が知られています。大阪の知名度はさほど高くありません。」と大阪国際会議場

(OICC)マネージャーの松尾浩伸氏は言う。うめきた 1 期開発前は、大阪での大規模イベン
トには大阪駅から車で 15分ほどの OICCが現実的な選択肢であった。



うめきた開発により、あらゆる種類のイベントに対応できる会場群が揃い、この街はキャ

パシティだけでなく、その輝きも一層増した。例えば、ナレッジキャピタルコングレコン

ベンションセンター(収容人数 1,750 人)、ハービスホール(1,000 人)、ナレッジキャピタル
シアター(381人)、インターコンチネンタルホテル(272人)、大阪新阪急ホテル(922人)、リ
ッツカールトンホテル(292人)などである。

グランフロント大阪の中央アトリウム広場にはナレッジプラザがあり、美しいオープンス

ペースに 100人を収容することが可能だ。また、複合施設ハービス(この複合施設は大規模
な医療施設を擁し、医学イノベーション分野における大阪の評価を高めている)のビルボー
ドライブの着席数は 350席、ライブショーや 3Dフィルム上映が可能である。

大阪駅には 8 つの広場があり、いずれも特徴的な時計が設置されている。各広場は数百人
の収容能力がある。例えば、8層吹き抜けのアトリウム広場、映画祭でレッドカーペット会
場となった時空の広場など、また、軽快な解放空間に設置された和らぎの庭では、暖かい

季節にカエデ、桜、アザレアなどの緑を楽しむことができる。うめきた 2 期に計画されて
いる梅田 1-1ビルは 2022年にグランドオープン予定であり、4,000m2のコンベンションセ

ンターを目玉とする。

ビジネスインキュベーターの大阪イノベーションハブ推進責任者吉川正晃氏は、大阪には

進化したいという明白な願望がある、と話してくれた。「大阪は、日本最大の SME(中小企
業)セクターを擁する街です。多大なエネルギー、多大なイノベーション…大阪府は地元企
業を助けたいと考えています。例えば、我々は資金の 100％を大阪府から受けています。手
に触れることのできる興奮感がここにあります。大阪の起業家には、前向きな、成せばな

る精神があるのです。」

うめきた 2期次期のテーマはイノベーションと自然。うめきた 2期は 2016年に公式スター
トする。建設工事は、1期に隣接した 16.2ヘクタールの空き地(大阪駅よりすぐ)から着工す
る。4ヘクタール分は緑地に当て、一方で、医療、環境、インターネット関連企業、戦略的
な経済開発分野、ロボティックスなどの業種を呼び込む狙いだ。また、新たに高速鉄道を

敷設し、開発地区から関西国際空港への直接アクセスを可能にする。

詳細は、umeda-connect@urban-ii.or.jpまで。

(欄外) 
表紙：梅田スカイビルからの全景。上から時計回りに：スカイビル最上部の空中庭園、広



大な JR大阪駅、インターコンチネンタル大阪 Bar Adeeのおもてなし空間。
左上より：うめきた広場の喧騒、インターコンチネンタル大阪レストランNokaの個室、リ
ッツカールトン大阪のエレガントな雰囲気、複合施設ハービスの各種イベントスペース
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The Grand Front Osaka mall is incubating hi-tech startups and using 
shoppers as real life beta testers-all in an effort to restart the 
city's ailing economy. Photograph:Mark Harris

People at work in the Knowledge Salon. 
Photograph: Mark Harris

Vegetables growing in the Osaka Grand Mall.
Photograph:Mark Harris



日本のシリコンバレー？大阪はハイテク新興企業に経済再生を託す

大阪のショッピングモールにあるスタートアップインキュベーターでは、顧客

にドローンやホログラムなどの実験的プロトタイプを体験させている。その目

的は大阪市からの頭脳流出を阻止することだ。

日本第二の都市の中心に位置するグランドフロント大阪は、一見すると他のハイエンドで

国際色豊かなショッピングモールと何ら変わりはない。ファッショニスタが高級ブティッ

クの買い物袋を手に闊歩するかたわら、高級品をカジュアルに着崩した若者はコーヒーを

手にエスカレーターに乗り、特に目的もなくモールを見て回っている。

だが、無印良品、パナソニック、Zara といった世界的なメーカーに囲まれて肩を寄せ合う
のは、エナレッジ、au、近畿大学水産研究所レストランといった馴染みの薄いショップだ。
これらは従来の店舗と異なり、開発途上の新製品や新サービスだけを提供する、一回限り

の店舗だ。

買い物客はコーディング中のスマホのアプリを試したり、最新の省エネ機器の見本を手に

することができる。世界初の養殖クロマグロ（乱獲により絶滅危惧種に指定された野生生

物）を使った食事をゆっくり座って楽しむことさえ可能だ。

ザ・ラボと名付けられた三階建てのスペースの中には、ドローン、ホログラム、デジタル

ショッピングガイドといった、もっと実験的なプロトタイプが並んでいる。ビデオスクリ

ーンが波打つと、床から天井まで映し出された私のイメージにバーチャルの絹の着物が着

せられ、どんな動きをしても脱げることはない。気に入ったら、ショッピングカートに入

れればよい。狭い試着室に入る必要などないのだ。

これらはすべて、大阪市の野心的な試みの表れである。個々の顧客の消費力を、オンライ

ンではなく大阪市が誇る最新のショッピングセンターのプラザやフードコートで直にβテ

スターとして活用することで、シリコンバレーの成功を再現しようというものだ。

日本の経済不振はよく知られている。GDPは 20年前より低く、人口の四分の一が 65歳以
上、しかも才能のある若者は東京や他の都市に流出する傾向にある。2013 年から 2015 年
にかけて、東京が獲得した 25歳から 24歳の人口の 10倍も大阪は失っているのだ。

かつて世界を席巻した大手テクノロジー企業は（最近台湾企業に買収されたが拠点はまだ



大阪にあるシャープなど）、政府の金融支援に支えられた「ゾンビ」企業として低迷状態に

あるのが現状だ。事実、大阪在住のあるジャーナリストは書籍の中で、大阪は破綻して見

捨てられ、第二のデトロイトとなり得ると警告を発している。

大阪市の計画がうまく運べば、現在集めたスタートアップ企業は順調に成長し、若い働き

手を地元に呼び戻し起業を促す格好の材料となるだろう。「スタートアップ企業は大阪市の

企業の 8.5％にすぎませんが、新規雇用のほぼ 40％を生み出しています。」日本の経済産業
省の統計データを引用してこう話すのは、地方自治体が資金提供するインキュベーター、

大阪イノベーションハブの代表理事、吉川正晃氏だ。「とはいえ、日本では国民一人当たり

の年間スタートアップ企業はイギリスやアメリカの三分の一にすぎないのです。」

ザ・ラボは、新しいアイデアがより速く市場に出られるよう支援する、ナレッジキャピタ

ルという施設の一環である。ショッピングモールの上階に設けられたナレッジサロンとい

う一連のオフィス施設に始まる。交流を目的としたこの会員制サロンには、ホットデスク、

ラウンジ、会議室が完備されており、275の起業家が利用できる。どの起業家にもかなりの
助成金が支給されるため、使用料は月額わずか 10,000円（およそ 60ポンド）で済む。

もしも大きな部屋が必要となった場合は、コラボという 52の小さなオフィススペースの一
つを借りるか、完全なオフィススイートを借りることも可能だ。すべてが破格である。ま

た資料室もあり、会計士、弁護士なども常駐しているため、その場で専門的なアドバイス

を得ることもできる。

次に階下のショッピングモールにあるザ・ラボを見てみよう。現在ここでは、12 のスター
トアップ企業や大学が新製品の仕上げにかかっているところだ。スタートアップ企業の大

半はザ・ラボに配置できるほどスタッフ数に余裕がないため、大阪市はプロの「コミュニ

ケーター」を派遣し、デモの実施やユーザーの手助け、製品に関するフィードバックの収

集を支援している。

「大阪のスタートアップ企業を取り巻く環境はまだ初期の段階です。」こう話すのは、シリ

コンバレーでしばらく過ごした後に最近日本に戻った 30代のデベロッパー、シーファン・
ルー氏だ。「でもここでは、市が実際にこうした援助を提供してくれます。サンフランシス

コではただ税金を集めるだけですけどね。」

現在ルー氏は、愛犬家のユーザー同士に出会いの場を提供する、Meet My Dogというアプ
リを開発中だ。「日本と他の国が大きく異なる点は、ソフトウェアのエンジニアは日本では

ほとんど儲からないということです。」とルー氏は話す。「労働者扱いですからね。」



資金援助はいくつか取りつけているものの、ショッピングモール自体にあるフューチャー

ライフショールームという 24の店舗にルー氏が出店するという、最終ステップに向けた用
意は整っていない。事実、ナレッジキャピタルで活動を始めたスタートアップ企業の中で、

完全な販売店として卒業したものは一つもない。これはおそらく、プロジェクトが 2013年
に開始されたばかりだからだろう。そうこうしているうちに、コカ・コーラやメルセデス・

ベンツといった有名ブランドがこれらの店舗に飛びつき、新製品を試す場となってしまっ

た。

このショールームには、製薬会社のロートが運営する薬膳レストランがある。これは、少々

意味が曖昧だが、「健康増進」地域プロジェクトの一環だ。このレストランでは、提供する

野菜を店舗で LED栽培している。そもそも新鮮な野菜と果物の処理、梱包、保存、準備は、
栽培にかかるエネルギーの 4 倍を必要とする。日本の混雑した都市は、屋内農業の理想的
な実験環境なのだ。

大阪市がイノベーションに注ぐ努力は、ショッピングモールの外にも向けられている。Moff
は腕時計型のウェアラブル玩具だ。子供のゲームに合わせて自動的にライト・セーバーが

点灯したり、ギターの音が奏でられる。同市が支援するハッカソンの期間中に開発され、

その後 2014年に Kickstarterで資金調達に成功した。すでに店頭販売もされている。大阪
市にとって唯一の問題は、成功するやいなや、Moff が大阪市から拠点を移してしまったこ
とだ。

「Moffの社長は会社と技術者を東京に移してしまいました。」吉川正晃氏は認めている。「し
かし、私たちの目的は玄関都市になることです。大阪市はより多くのグローバルな接点を

持つ玄関都市となるのです。長い目で見れば戻ってきてくれると期待しています。」

【キャプション】

グランドフロント大阪モールは、買い物客を実際のβテスターとして利用し、ハイテクスタートアップ企

業を育成している。-すべては大阪市の低迷する経済を再生させるため。写真：マーク・ハリス

ナレッジサロンで仕事中。写真：マーク・ハリス

グランドフロント大阪のモールで栽培されている野菜。写真：マーク・ハリス
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グリコマンの次の大きな戦い

日本第２の都市には、その繁華街の愛される象徴的な広告板としてグリコの看板があるが、

最新の街の話題はイノベーションだ。地元観光局では、ハイテク企業、新しいインフラと

施設の開発が新しい大阪の礎になると感じている。

新規開発事業は、大阪駅周辺地域である梅田を中心に行われ、第１期事業としてコ・ワー

キングワペース、ショッピング街、最適な会議の場、５つ星ホテル、そしてキャピタルコ

ングレコンベンションセンターがみられた。

今、その第２期開発事業として、１６ヘクタールの区画が新しいビジネスの企業や、医療、

科学技術、新駅、そしてオフィスや緑地庭園を含む複合商業施設として生まれ変わる予定

である。

第 1 期事業の成功が支えとなり、梅田は複合施設とその周辺のイベントの会場オプション
のホストの提供や、革新的なビジネスや、知識共有計画のインキュベーターとして発展し

ている。梅田の外でも、大阪はグループインセンティヴの提供としても素晴らしい。

アクティヴィティの企画を切望する立案者は、華やかで色彩豊かなミナミや日帰りで隣の

奈良への散策、また開閉式のボートに乗り街の水路をのんびりとクルージングする計画も

できる。

梅田

大阪駅から徒歩５分、インターコンチネンタル大阪は 29～32階に位置するプレミアムレジ
デンスが家族連れや長期滞在者に人気だ。この貸住居は、宿泊地としてだけではなく、優

雅な一時的の自宅のような空間を提供してくれる、と話すのは販売宣伝部ディレクター

ベッティーナ・プラスチンガー氏だ。‘レジデンスのバルコニーでは、カクテルパーティを

行うのがだんだんとグループ客に人気が出てきている、そして有難い事に私たちの素晴ら

しい景色のおかげで８月の毎年恒例の花火大会の間のイベントに多くの関心を得ている。’

梅田の最新のホテルの１つ、インターコンチネンタル大阪は４つの会議室、展示スペース、

そして大宴会場があり、それに伴うプラズマＴＶ，プロジェクター、ＰＡシステム、運搬

できるダンスフロアやビデオ会議システム等の一連の備品も提供できる。ホテルはさらに、

代表団達へ地元からインスパイアを受けた体験や、地元の環境や社会に利益をもたらすＣ

ＳＲＲプロジェクトや現地外チーム育成活動等のイベントに地元の登壇者をアレンジする

事も可能だ。



５つ星のおもてなしを別としても、いくつものアウトドアスペースは梅田周辺地区で行わ

れるイベントに使用されている。緑豊かな環境の中、グランフロント大阪南館９階にある

ガーデンテラスと大阪駅前すぐに位置するウメキタプラザは開放的な屋外のスペースでカ

クテルを楽しんだり、映画上映やカジュアルな会議に適している。北館ガーデンテラスは、

屋上にある本物の庭園であり、代表団達は近隣の他の高層な建造物の景色と一緒に緑豊か

な景観を楽しむ事ができる。ザ・ガーデンと呼ばれる北館の北側にある 4,000 平方メート
ルのスペースは、熱狂的な都市からの休息を提供するような大規模なイベントの為のもう

１つの選択肢である。


